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はじめに　

　医療機関にとって必要な人材を確保す
ることは大変重要なことですが、県内外
の医療機関において、診療部門や事務部
門の人材を必要とし、募集に努力されて
も、なかなか人材を集められなく苦慮さ
れている状況が見受けられます。
　一方で、今なお応募者本人の適性と能
力に基づかない不合理な採用選考が行わ
れる例が見受けられ、基本的人権を侵害
するような事案も起きています。
　厚生労働省が示す「公正な採用選考の基
本」等を参考に、人材の募集、採用選考、
面接方法などについて注意していただき
たい主な事項を述べてみたいと思います。
　応募者に“働きやすく、人を大事にす
る組織”として評価され、結果として良
い人材を採用できるよう、採用の方法等
をもう一度チェックしてみませんか。

Ⅰ　まず、アピールポイントは

　医療機関の魅力やアピールポイントを
明確にするとともに、応募者に求める人
材像をわかりやすく効果的にPRし、｢こ
こで働きたい｣と思ってもらうことが重
要です。
　医療機関の理念や目標はもちろん、｢職
員の教育方針・方法｣、｢障害者雇用や高
齢者雇用｣、｢女性の登用｣、｢ダイバーシ
ティの取り組み｣のほか、現在働いてい

る職員の意見を反映した｢働きがい｣、｢
職場の雰囲気｣、｢仕事の進め方｣など、
他の医療機関との違いがわかるようアピ
ールすることを考えましょう。
　中小の医療機関の採用担当の方々の中
で、｢職員募集をしても全然応募がない。
応募があっても、本当に当医療機関に採
用されたいのか、意欲を感じられない場
合もある｣と嘆いておられるお話をお聞
きします。いろんな要因はあると思いま
すが、｢うちは、大きな医療機関にはな
いこんな職場環境で、大きな医療機関で
は味わえないこんな仕事をしています。
そこが魅力です｣など、まずは、中小の
医療機関ならではのメリットや、他の医
療機関と比べて自慢できるPRネタをア
ピールする機会を増やしていくことが重
要です。

　一般的に言われている｢経営者と職員
の距離が近い、職場がアットホームで相
談しやすい｣、｢フットワークが軽いた
め、思い切った改革ができる｣などの中
小の医療機関のメリットや独自のPRネ
タをからませて、活躍している若手職員
の紹介をホームページに掲載するなど、
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求める人材像の明確化･オープン化を図
りましょう。
　また、積極的な学校訪問や就職説明会
への参加、職場見学やインターンシップ
の受入れなど、採用方法の見直しを検討
し、PR活動を続けていくことも必要で
す。
　その際には、職場全体で採用に取り組
む姿勢や採用現場で若者を育てる気運が
土台にないと、せっかく採用した若者が
早期に辞めてしまうことにもなりかねま
せんので、人事担当だけでなく配属の現
場などを巻き込んで採用の方針、教育シ
ステム、PR方法などを見直してみては
いかがでしょうか。

Ⅱ　採用選考の基本的な考え方

1 採用選考に当たって

①応募者の基本的人権を尊重すること。
②�応募者の適性・能力のみを基準とする
こと。

《募集・採用時においては》
◎雇用の分野での障害者差別を禁止
　募集・採用、賃金、配置、昇進などの雇用に関す
るあらゆる局面で、障害者であることを理由とする
差別を禁止します。
・単に「障害者だから」という理由で、求人への
応募を認めないこと
・業務遂行上必要でない条件を付けて、障害者を
排除すること

◎合理的配慮の提供義務
　事業主は、合理的配慮として、例えば以下の措置
を提供していただく必要があります。
・視覚障害がある方に対し、点字や音声などで採
用試験を行うこと
・聴覚・言語障害がある方に対し、筆談などで面
接を行うこと

※ご不明な点は、最寄りのハローワークにお問い合わ
せください。

雇用の分野で障害者に対する差別が禁止され、
合理的配慮の提供が義務となりました。

「障害者の雇用の促進等に関する法律」を改正（平成 28年 4月 1日から施行）

2 公正な採用選考を行う基本

①�応募者に広く門戸を開くこと。
　雇用条件・採用基準に合った全ての人

が応募できるようにすることです。
②�適性・能力以外のことを採用の条件に
しないこと。

　応募者のもつ適性・能力が求人職種の
職務を遂行できるかどうかを基準として
採用選考を行うことです。就職の機会均
等とは、誰でも自由に自分の適性・能力
に応じて職業を選べることですが、この
ためには、雇用する側が公正な採用選考
を行うことが必要です。

Ⅲ　公正な採用選考を行う

1 就職差別

　公正な採用選考を行うことは、家族状
況や生活環境といった、応募者の適性・
能力とは関係ない事柄で採否を決定しな
いということです。
　そのため、応募者の適性・能力に関係の
ない事柄について、応募用紙に記入させた
り、面接で質問することなどによって把握
しないようにすることが重要です。これら
の事項は採用基準としないつもりでも、把
握すれば結果としてどうしても採否決定に
影響を与えることになってしまい、就職差
別につながるおそれがあります。
2 個人情報保護

　職業安定法等により社会的差別の原因
となるおそれのある個人情報などの収集
は原則として認められません。

職業安定法（抄）
（求職者等の個人情報の取扱い）

第５条の４　公共職業安定所等（注）は、それぞれ、その業
務に関し、求職者、その募集に応じて労働者になろうと
する者又は供給される労働者の個人情報（以下この条
において「求職者等の個人情報」という。）を収集し、保
管し、又は使用するに当たっては、その業務の目的の達
成に必要な範囲内で求職者等の個人情報を収集し、並
びに当該収集の目的の範囲内でこれを保管し、及び使
用しなければならない。
　ただし、本人の同意がある場合その他正当な事由が
ある場合は、この限りでない。（以下略）

（注）「公共職業安定所等」には、労働者の募集を行う者も含まれます。
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3 基本的人権を尊重する姿勢

　応募者の潜在的な可能性を見いだす姿
勢で臨み、できるだけ客観的かつ公平な
評価を行うようにしましょう。
4 特定の人の排除　

　「心身ともに健全（健康）な方を募集」の
ように、障害者、難病のある方、また、
LGBT等性的マイノリティの方（性的指向
及び性自認に基づく差別）など特定の人を
排除しないことが必要です。そこに予断
と偏見が大きく作用しているからです。
5 応募時の作文

　作文は、思考力・表現力・言葉の選択・
字の巧拙といった国語的能力を判定する
のに役立ちますが、「題名」次第では、応
募者の思想・信条等を問うことになった
り身元調査を行ったのと同じような結果
を招くことがあります。
　「題名」の選定に際しては特に慎重さが
必要です。
　また、テーマによっては、応募者が触れ
たくないことを書かなければならないた
め、自由に書く気力を失い、やむなく書い
た内容を読まれることのつらさや、それが
採否に影響するのではないかという気持ち
に追い込まれることさえあります。
☞不適切な題名の例

・私。私を語る。これからの私。
・私の生いたち。
・わが家と健康。
・�私の両親。父を語る。母を語る。わが
父親像。

・私の家族。私の家庭と私の将来。
・私の家庭と日常生活。
・�私はこのようになりたい。私はこうい
う人になりたい。

・私の信条。
・ 尊敬する人物。

Ⅳ　採用面接の基本

1 面接の目的は、

　第1に、応募者の志望動機や要望、採
用条件･労働条件の伝達や医療機関のア
ピール等お互いの意思疎通を図る情報交
換の場です。
　第2に、会話の中から質問の意図や内
容をとらえる理解力･判断力、自分の伝
えたいことを分かりやすく説明する表現
力、コミュニケーション力、社会人とし
ての常識･マナーなど、応募書類では分
からない適性･能力を判定する場です。
　第3に、応募書類などによって得られた
情報を確認しつつ、応募者の受け答え、反
応の仕方なども考慮して、あらかじめ定め
られた一定の基準にしたがって、応募者の
適性と能力を総合的に評価する場です。
2 面接官に必要な態度

①傾聴の姿勢で辛抱強く、かつ終始な
ごやかな態度で応募者の話を聞く。
②応募者の不安や心配を取り除くよう
に努める。
③応募者と良い人間関係を作り、自然
な会話になるように心がける。
④追求的な態度は取らず、良い聞き手
になる。
⑤応募者の話に興味を持つようにする。
⑥話は最後まで聞くように（時間がない
場合はまとめを促す）。
※面接時の職務遂行のために必要とな
る適性・能力を評価する観点から、
また、応募者の基本的人権を尊重す
る姿勢、応募者の潜在的な可能性を
見いだす姿勢で臨み、できるだけ客
観的かつ公平な評価を行うようにし
ましょう。

3 やってはならない質問等

①本人に責任のない事項の把握
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・�本籍・出生地に関すること （注：「戸
籍謄（抄）本」や本籍が記載された「住
民票（写し）」を提出させることはこれ
に該当）。

・�家族に関すること（職業、続柄、健康、
病歴、地位、学歴、収入、資産など）（注：
家族の仕事の有無・職種・勤務先や家
族構成はこれに該当）。

・�住宅状況に関すること（間取り、部屋
数、住宅の種類、近郊の施設など）。

・�生活環境・家庭環境等に関すること。
②本来自由であるべき事項の把握
・�宗教に関すること。
・�支持政党に関すること。
・�人生観、生活信条に関すること。
・�尊敬する人物に関すること。
・�思想に関すること
・�労働組合に関する情報（加入状況や活
動歴など）、学生運動など社会運動に
関すること。

・�購読新聞・雑誌・愛読書などに関する
こと。

③その他
・�身元調査などの実施（「現住所の略図」
は生活環境などを把握したり身元調査
につながる可能性があります）。

・�合理的・客観的に必要性が認められな
い採用選考時の健康診断の実施。

4 質問の基本例

　ハローワークが公表している質問の例
です。これを参考に医療機関に合った質
問を準備してはいかがでしょうか。

【導入質問】

　面接にあたり、応募者の緊張感をほ
ぐすため、応募者が答えやすい身近な
質問から始めましょう。

☞質問の例

〇�お待たせしました。どうぞ（いすに）掛

〜就職差別につながるおそれのある14事項〜
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けてください。お名前は△△さんです
ね。

〇�早朝から御苦労さまでした。今朝は 
何時頃に起きられたのですか（朝早く
から）大変でしたね。

〇�面接の夢などは見ませんでしたか。
〇�待っている間、どんなことを考えてい
ましたか。

【本質問】

　応募者の適性・能力を判定するための
質問ですが、医療機関の特質、採用職種
などを考慮して決めてください。
　医療機関のことをどの程度理解しての
応募か、また、本人自らの適性・能力と
結び付けて応募したものであるかについ
て判断しましょう。
☞質問例

〇�当医療機関の第一印象はどうでしたか。
〇�あなたが当医療機関へ就職を希望され
たのは、どんな理由からですか。

〇�受験に際し、当医療機関のことを調べ
てみましたか。

〇�当医療機関に対して、どのような印象
（イメージ）を持っていますか。
〇�どんな仕事を希望しますか。それは何
故ですか。

〇�学校生活で一生懸命やったことは何で
すか（応募書類に記載されている場合
のみ）。

〇�あなたの好きな学科（科目）は何ですか。
〇�クラブ活動に入っていましたね。何が
自信となりましたか（応募書類に記載
されている場合のみ）。

〇�採用されたら力を入れてやってみたい
ことは何ですか。

〇何か特技・資格がありますか（特技・
資格がある場合は、種類・取得時期な
どについて質問する）。
〇あなたのセールスポイントはどんなと

ころだと思いますか。
〇自分の長所を伸ばすために心掛けてい
ることは何ですか。
〇 あなたは仕事上で意見が違った場合
どうしますか。
〇学校と仕事とはどこが違うと思います
か。
〇あなたは「働く」ということについてど
のように考えますか。
〇自宅又はアパート・職員寮への入居で
求人をしていますがどちらを希望しま
すか。
〇仕事の関係で車を運転することがあり
ますがよろしいですか。
〇当医療機関では無事故・無違反の交通
安全運動を推進していますが、あなた
はどのようなことを心掛けていきたい
と思いますか。
〇患者に接する場合、何が大切だと思い
ますか。
〇同じ作業の繰り返しとなりますがよろ
しいですか。
〇総務、会計等の事務で、ワープロ・パ
ソコンの操作も覚えていただきますが
よろしいですか。
〇仕事は、立って（座って）することが多
くなりますが大丈夫ですか。
〇細かい数字を計算することが多いです
が、数字の扱いに自信がありますか。
〇採用後に△△の資格を取得していただ
くため勉強が必要ですが大丈夫です
か。
〇職場の配置で希望はありますか。
※採用職種の仕事に関して経験・知識・
技術等をどの程度持っているか聞いて
いきます。

【情報交換】

　従事する職務の内容、残業の有無、勤
務形態、転勤、給料等労働条件を説明す



鹿児島県医師会報　令和2年12月号64—
働き方改革

る。本人が判断する項目や、その他の情
報を交換する。
☞質問例

〇給料は△△円ですがよろしいですか。
〇1か月に△時間位残業がありますがよ
ろしいですか。
〇三交替勤務ですが、よろしいですか。
〇働きやすい職場にするにはどういうと
ころに気をつけたらよいと思います
か。
〇こちらからお尋ねすることは以上です
が、何か質問または採用された場合、
希望・条件などがありますか。

【結び】

　最後に、気持ちを張り続けている応募
者の心情を察して、労をねぎらう。
☞質問例

〇�いろいろ聞かせて頂きありがとうござ
いました。それではこれで終わります。

〇�採否結果は、△日までに連絡します。
御苦労さまでした。

Ⅴ　WEB面接

　面接官の立場としては、会議室の確保
などを気にせずに行えるなど、事前の準
備や移動もあまり必要とせず、手早く面
接を行うことができます。
　面接では対面の場合よりも、アクショ
ンはやや強調しましょう。相手の温度感
が伝わりにくいので、笑う・頷く・前か
がみになるなど、「ちゃんと聞いている」
ことを表情や仕草から伝える努力をする
ことが大事です。
　応募者としては、面接会場に行くため
の移動時間を節約することができ、限ら
れた時間の中で効率的に面接を受けるこ
とができます。そのため、例えば遠方か
ら限られた期間内に転職活動を行う場
合、より効率的に行うことができます。

　一方、WEB面接よりも対面の方が有
利ではないかと思ってしまう人もいま
す。事前にWEB面接だからといって選
考に不利は生じないことを伝えておきま
しょう。
　応募者の評価や医療機関のことを知っ
てもらうという観点だけで言えば対面で
の面接との違いはほぼないと思われま
す。

Ⅵ　おわりに

　働き方改革が進められダイバーシティ
が注目される中、各医療機関の特徴をア
ピールしながら社会的責任の自覚の上に
立った、差別のない公正な採用選考シス
テムを確立・実施することがとても大切
です。
　厚生労働省では採用方法を具体的に、
また丁寧に述べながら、応募者に広く門
戸を開いた上で差別のない合理的な基準
による採用を行っていただくよう「公正
な採用選考の基本」、「採用選考自主点検
資料」を作成し公表しています。
　是非一度ホームページを開いてみてく
ださい。　
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 （参考：採用面接評定表（例））


